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少
且
吊
器
く
＄
昌
吊
（
扇
匡
‐
勗
置
）
の
解
剖
学
は
、
本
質
的

に
⑦
巴
ｇ
ロ
圏
‐
曽
亀
）
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
記

述
の
各
論
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
行
研
究

が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
解
剖
学
書
の
構
成
と
性
格
に
つ
い
て
の
総

論
的
な
研
究
は
、
坂
井
（
岳
雪
）
に
よ
る
ぐ
舟
農
易
に
つ
い
て
の

解
析
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
な
い
・

人
体
の
構
造
・
機
能
に
関
す
る
の
巴
ｇ
の
主
要
二
著
作
の
う

ち
、
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
全
一
七
巻
に
つ
い
て
は
冒
昌

（
ら
露
）
の
英
語
訳
が
あ
り
、
『
解
剖
手
技
』
全
一
五
巻
に
つ
い
て

は
、
第
九
巻
の
途
中
ま
で
を
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら
凶
侭
田

（
弓
認
）
が
、
残
り
を
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
か
ら
ロ
匡
呂
弓
９
号
が
英
語

訳
（
ら
９
）
し
て
い
る
。
ぐ
＄
巴
旨
の
の
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
（
勗
鹿
）

51

ガ
レ
ノ
ス
と
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
学
の

比
較
研
究

Ｉ
筋
系
を
例
に
と
っ
て

坂
井
建
雄

は
、
第
一
・
二
巻
を
罰
甘
言
ａ
８
邑
四
且
○
日
日
目
（
岳
謁
‐
）
が

英
語
訳
し
、
「
エ
ピ
ト
メ
ー
』
（
圃
産
）
は
匡
且
（
己
ら
）
が
英
語

訳
を
、
中
原
（
弓
程
）
が
日
本
語
訳
を
し
て
い
る
。
⑦
巴
ｇ
と

ぐ
陽
昌
吊
の
解
剖
学
害
の
英
語
訳
に
、
解
釈
上
の
疑
義
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
今
回
の
研
究
で
は
そ
の
限
界
に
留
意
し
な
が

ら
、
⑦
里
自
の
解
剖
学
書
の
構
成
と
性
格
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
か
、
そ
れ
が
く
舟
農
吊
の
解
剖
学
書
の
構
成
と
性
格
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
、
と
く
に
筋
系
の
取
り
扱
い
に

注
目
し
て
解
析
し
た
。

⑦
巴
目
の
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
の
一
七
巻
の
各
巻
の
内

容
は
、
手
／
手
首
と
腕
／
足
と
脚
／
栄
養
の
器
官
／
栄
養
の
器

官
、
承
前
／
精
気
の
器
官
／
精
気
の
器
官
、
承
前
／
頚
、
頭
、
脳
、

感
覚
／
脳
、
脳
神
経
、
頭
蓋
／
眼
／
顔
／
頭
と
背
／
背
と
肩
／
生

殖
路
／
生
殖
路
、
胎
児
、
股
関
節
／
神
経
、
動
脈
、
静
脈
／
結
語
、

と
な
っ
て
い
る
。
第
一
巻
は
⑦
巴
ｇ
の
最
初
の
ロ
ー
マ
滞
在
の
間

合
＄
‐
届
巴
に
、
残
り
の
巻
は
第
二
の
ロ
ー
マ
滞
在
の
初
期

色
ｇ
ｌ
弓
巴
に
書
か
れ
て
い
る
。

『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
は
、
身
体
の
各
部
の
構
造
が
い
か
に

機
能
的
・
合
目
的
的
に
で
き
て
い
る
か
例
を
挙
げ
て
提
示
す
る
著
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作
で
、
そ
の
も
っ
と
も
分
か
り
や
す
い
実
例
と
し
て
、
手
か
ら
始

め
て
い
る
。
各
部
の
筋
の
働
き
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
す
る
前

に
、
そ
こ
に
登
場
す
る
筋
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
傾
向
が
あ
る
。

第
一
巻
一
七
節
（
指
を
動
か
す
筋
）
、
第
二
巻
二
節
（
手
と
前
腕
の
筋
）

と
一
六
節
（
上
腕
の
筋
）
、
第
三
巻
一
○
節
（
足
と
下
腿
の
筋
）
と
一

六
節
（
大
腿
の
筋
）
、
第
五
巻
一
四
節
（
腹
壁
の
筋
）
、
第
七
巻
一
○

節
（
喉
頭
の
筋
）
と
一
九
節
（
舌
骨
の
筋
）
、
第
一
○
巻
八
節
（
眼
球

の
筋
）
、
第
二
巻
三
・
四
節
（
顎
を
動
か
す
筋
）
、
第
二
巻
一
○

節
（
舌
を
動
か
す
筋
）
、
第
一
二
巻
八
・
九
節
（
頭
と
背
を
動
か
す
筋
）

と
一
三
節
（
肩
甲
骨
を
動
か
す
筋
）
、
第
一
五
巻
八
節
（
股
関
節
を
動

か
す
筋
）
、
で
あ
る
。

『
解
剖
手
技
』
は
、
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
と
同
時
期
か
、

そ
れ
よ
り
後
に
で
き
た
著
作
で
あ
る
。
筋
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る

箇
所
も
あ
る
が
、
解
剖
さ
れ
て
い
く
部
位
ご
と
に
筋
が
次
々
と
紹

介
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
強
い
。

く
閉
農
昂
の
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
で
は
、
第
二
巻
で
筋
を
ま
と
め

て
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
六
二
章
か
ら
な
り
、
筋
の
記
述
を

す
る
章
の
後
に
筋
の
解
剖
法
を
述
べ
る
章
が
続
く
傾
向
が
あ
る
。

筋
を
扱
う
順
序
は
お
お
よ
そ
、
頭
部
の
筋
／
上
腕
を
動
か
す
筋
／

腹
壁
の
筋
／
胸
壁
の
筋
／
背
部
深
層
の
筋
／
指
を
動
か
す
筋
／
手

首
を
動
か
す
筋
／
前
腕
を
動
か
す
筋
／
下
腿
を
動
か
す
筋
／
大
腿

を
動
か
す
筋
／
足
首
を
動
か
す
筋
／
足
指
を
動
か
す
筋
、
と
な
っ

て
い
る
。
部
位
よ
り
も
作
用
を
優
先
し
て
筋
を
ま
と
め
る
と
こ

ろ
、
筋
に
固
有
の
名
称
を
与
え
ず
に
番
号
を
用
い
て
「
×
×
を
動

か
す
第
×
番
の
筋
」
と
い
っ
た
呼
び
方
を
す
る
と
こ
ろ
で
、
の
巴
呂

を
踏
雲
し
て
い
る
。

筋
の
同
定
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
異
動
が
あ
り
、
た
と
え
ば
母

指
を
動
か
す
筋
に
つ
い
て
、
の
巴
ｇ
が
運
動
性
に
基
づ
い
て
四
十

一
（
手
内
に
二
、
前
腕
に
三
）
を
区
別
し
た
と
こ
ろ
に
、
ぐ
＄
農
吊

は
観
察
に
基
づ
い
て
九
（
手
内
に
五
、
前
腕
に
四
）
を
見
い
だ
し
た
。

両
者
の
解
剖
所
見
の
差
異
は
従
来
、
の
巴
ｇ
が
、
王
に
サ
ル
を
、

く
＄
農
吊
が
主
に
ヒ
ト
を
解
剖
し
た
そ
の
動
物
種
差
に
よ
り
説

明
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
例
の
よ
う
に
観
察
・
記
述

の
前
提
の
違
い
に
よ
る
も
の
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
）


